
技術分類

技術名称
 高品質フライアッシュを混和した
 覆工コンクリート

担当部署  九州支店 土木部

NETIS登録番号  QS-100005-A 担当者  苑田　康平

社名等  株式会社 熊谷組 電話番号  ０９２－７２１－０２１５

技術の概要

国の機関　　４　件　（九州　　3件　、九州以外　1件　）
自治体　　 　１　件　（九州　　1件　、九州以外　0件　）
民　 間　　　 １　件　（九州　　0件　、九州以外　１件　）

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

２．技術の内容

３．技術の効果

１．技術適用の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

　石炭火力発電施設から排出される石炭灰（フライアッシュ）は、コンクリートの混和材として用いる
ことにより、単位水量の低減、ワーカビリティの向上、ポゾラン反応による長期強度の発現、アルカ
リ骨材反応の抑制など、優れた効果を得られることが技術的に広く知られています。
　しかしその一方で、これまでフライアッシュの利用が促進されてこなかった理由は、フライアッシュ
中に残存する未燃カーボン（JISⅡ種灰では強熱減量で5％以下）が、生コンの製造時に混和する
品質安定剤（AE剤など薬剤）を吸着し、コンクリートの品質の安定を阻害することにありました。
　そういった背景の中、未燃カーボンの残存率を混和剤の吸着影響が少ない範囲まで低減させた
高品質フライアッシュを、国道45号釜石山田道路工事の覆工コンクリートの混和剤として復興道路
工事で初めて適用しました。

　高品質フライアッシュは、フレッシュコンクリートの品質を阻害することなく、構造物の高耐久化・長
寿命化への貢献が期待できます。また地場企業で排出されるフライアッシュを、セメントや骨材の一
部代替材料として再資源化することは、産業廃棄物の削減というメリットもあり、地産地消の建設資
材として期待されています。
（配合例：覆工コンクリート1m3当たり混和材料としてFA25kg、膨張材20kg配合）

４．技術の適用範囲

　トンネル覆工コンクリートや発電施設などの重要構造物に適用可能。

５．活用実績

　トンネル覆工コンクリートに使用した『高品質フライアッシュ　CfFA®：Carbon-free Fly Ash
（NETIS登録番号：QS-100005-A）』は、フライアッシュ中の未燃カーボン量を化学混和剤の吸着影
響が少ない1％以下（強熱減量表示）までに改質除去したフライアッシュで、フレッシュコンクリートの
空気量やスランプを不安定にすることなく使用することが可能な混和材料です。
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６．写真・図・表


